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研究成果の概要（和文）：　本研究は、食料品アクセス問題において生活の質に直結する食生活への影響とその
改善効果について個人・地域レベルでの食生活改善の提案とその効果を検証した。主観的な買い物の不便さと食
品摂取の多様性の関係では、男性単身世帯では他世帯類型より食料品の摂取頻度が低い傾向が確認され、これら
世帯への食料品調達・摂取に関するサポートの必要性が示唆された。同時に、アクセス条件を緩和する移動販売
等の消費者選好調査をBWS手法により実施したところ、生鮮品の鮮度に次いで販売員との会話が重要視し、その
傾向は後期高齢者で高くなる特徴が確認され、移動販売は高齢者の生活を維持・向上において一定の貢献してい
ることが確認された。

研究成果の概要（英文）：　This study examined the impact on dietary habits directly related to 
quality of life in the food access problem and the effect of dietary habit improvement proposals at 
the individual and community levels. The relationship between subjective shopping inconvenience and 
diversity of food intake showed that single-male households tend to consume food less frequently 
than other household types, suggesting the need for support for these households regarding food 
procurement and intake. At the same time, a consumer preference survey on mobile food vending 
services that relax access conditions was conducted using the BWS method, and it was confirmed that 
the freshness of perishable foods was second in importance, followed by conversation with sales 
staff, and this tendency was higher among the elderly in later stages of life.

研究分野：フードシステム

キーワード： 食料品アクセス　高齢者　エビデンス
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究代表者らの推計・公表している食料品アクセスマップは、世界的にもその精緻さは高く評価されていると
ともに学術的な独創性も極めて高く、流通分野のみならず自治体や政府等での政策立案の基礎資料として広く利
用されている。2020年食料品アクセスマップついては2024年2月の公表後、全国紙等で広く取りあげられ報道機
関他、各自治体等からの問い合わせが殺到するなど社会的意義は極めて大きい。同時に、これらを応用した現場
自治体でのアクセス条件を緩和方策の効果・検証した本課題の学術的意義は、高齢化・人口減少に直面している
我が国において極めて重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
食料品アクセス問題（フードデザート、買い物難民など類似する社会課題・問題を含め）は、
日常的な買い物の制約だけではなく個人の食生活や健康に影響を及ぼしていることは、これま
で国内外の研究からあきらかである。申請者らは、①食料品アクセス問題が特に高齢者において
深刻であること、②その人口は今後都市部で急増が見込まれること、③アクセス制約が食品摂取
の多様性を低下させること、④多様性の低下は健康の阻害要因となること、を空間的・定量的推
計からあきらかにしている。 
一方で、これまで食料品アクセス問題と食生活の関係の明確なエビデンスが検証されている
のは、農山村や高齢者といった一部の地域や年代のみであり、貧困世帯など特定の集団を含め幅
広い年代や地域など多様な条件の下では未解明であり、食料品アクセス問題の影響は実際には
多方面に及んでいることが考えられる。 
そのため、アクセス条件の差異が食生活にどの様に反映されるのか、両者の関連や影響度につ
いて社会経済要因を考慮した幅広い検証が求められる。同時に、食料品アクセスに起因する食生
活の実態が解明されれば、具体的な食生活改善の提案によってアクセス条件の悪い地域におい
ても一定の質を確保した食生活の維持が可能になる。さらに、食生活の改善効果の検証によって、
食生活を通じた健康増進のあり方など効果的なアクセス対策が可能になることから、食料品ア
クセス問題の影響を緩和・軽減する有効な情報が得られる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、多様な条件から食料品アクセス問題と食生活の関連をエビデンスとして検証する
ことであり、それらを具体的な食生活改善の提案として現場にフィードバックすることで、より
効果的なアクセス対策を導くことを主たる目的とする。本研究によって、高齢者や単身世帯が急
拡大する超高齢社会のわが国おいて、食料品アクセス問題の影響を緩和・軽減する実効的な対策
が可能になるとともに、生活の質の向上に直結する食生活を豊かにする貴重な情報が得られる。
同時に、わが国で初となる食料品アクセス問題での食生活改善の介入実験によって、アクセス条
件のみならず社会経済要因を考慮した食生活の改善効果があきらかになる。さらに、多様な地域
や集団の実態に応じた食生活改善の効果検証は、より実効性のある対策として活用できること
から健康増進面での政策的インパクトは極めて大きいと考えられる。 
 
３．研究の方法 
①食料品アクセスと食生活の関連検証 
 時系列的なアクセスマップ分析から抽出された、過去 10 年間でアクセス条件が大きく変化（悪
化・緩和）した２地域について、自治体のアクセス対策や社会経済要因等を考慮しながら住民調
査の代表的地域をいくつか選定する。自治体関係者等との調整後、食事摂取頻度調査（BDHQ）を
組み込んだ住民調査を実施し、栄養素摂取量とともに健康指標（BMI, 手段的日常生活動作能力）、
主観的健康感やソーシャル・キャピタルとの関連など、多様な条件下でのエビデンスの検証から、
新たな地域や集団での食料品アクセス問題の影響度や拡がりを示す。 
 
②食生活改善の提案による介入実験 
 住民調査実施後、速やかに個人結果表および食生活診断ガイドを調査協力者に送付するとと
もに、現場である自治体関係者や保健衛生関係者等を交え、食生活を通じた健康増進のあり方に
関する説明会を調査地域において開催する。この場合、個人の食品や栄養素摂取量を単純に提示
した通常グループと、地域平均や同年代との乖離や食生活に起因する将来的な生活習慣病等の
リスク提示したナッジグループの対照群を設定した介入実験を実施する。また、住民や自治体関
係者へのインタビュー調査から、関係者の問題認識や課題等の整理による定性的分析を行う。 
 
③食生活改善の効果検証 
最終年度は、初年度住民調査の分析結果および食生活の改善提案・説明会を踏まえ、第２回目の
住民調査を実施する。ここで初回の住民調査との比較検証から、住民の食生活と健康の変化とそ
の要因について主観的アクセスや食品摂取の多様性、およびアクセス条件別に差の差分分析を
行うとともに、食生活改善の提案・説明会の対照群において食生活改善の効果を検討する。アク
セス条件や介入群の差によって改善効果が異なるとすれば、地域や自治体に応じて食生活を通
じた健康増進のより実効性の高い対策が可能になる。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、食料品アクセス問題において生活の質に直結する食生活への影響とその改善効果
を検証することで、アクセス条件が大きく変化した地域における住民調査からアクセス条件と
食生活の関連とともに、個人・地域レベルでの食生活改善の提案としてフィードバックし、２回



目の住民調査によって食生活改善の効果を検証する。 
 主観的な買い物の不便さと食品摂取の多様性の関係では、不便の有無別では有意な差は確認
されなかったものの、男性の単身世帯では女性単身世帯や男性複数人世帯に比較して食料品の
摂取頻度が低い傾向がみられ、これら単身男性世帯への食料品調達・摂取に関するサポートの必
要性が示唆された。 
 住民調査の実施後、個人結果および食生活分析結果について自治体関係者・保健衛生士等と共
有し、調査地域の食料品アクセス環境と食品摂取、食生活を通じた健康増進のあり方に関する説
明会を行った。同時に、住民や自治体関係者へのインタビュー調査から、関係者の問題認識や課
題等の整理による定性的分析を実施した。 
 さらに、アクセス条件を緩和する手段としての移動販売等の事業継続を求めた消費者ニーズ
評価、移動販売の利用者を対象にした消費者選好調査を BWS 手法により実施したところ、生鮮品
の鮮度に次いで販売員との会話が重要視しており、その傾向は後期高齢者で高くなるなどの特
徴が確認され、移動販売は高齢者の生活を維持・向上において一定の貢献していることが確認さ
れた。 
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